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宮崎肺吸虫のアキヨシホラアナミジンニナに

おける発育過程について
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(昭和54年１月26日受領）

山口県岩国市六呂師を模式産地として報告された宮崎

肺吸虫ｈｍｇｏ"i，"z`ｓ''''1yα竃α航Ｋａｍｏ，Nishida，

HatsushikaetTomimura，１９６１（ＫａｍｏｅｔａＺ.，1961）

は，中国，四国，九州の西日本一帯に分布し，東限の分

布地として京都府天田地方が報告されていた（富村ら，

1964)．また，本吸虫の第１中間宿主は模式産地よりア

キヨシホラアナミジンニナＢｙ施刀eZZa（Ｍｂγiα）〃i〃o‐

"icaahiyoWe"sｉｓ（KurodaetHabe，1957）が報告さ

れている（初鹿ら，1966)．

ところが，近年，静岡県大井川流域のサワガニに極め

て高率に宮崎肺吸虫被嚢幼虫の寄生があることが報告さ

れ（林ら，１９７４；林，1975)，以来多数の研究者がこの

地域における流行状況について調査を行なっているが，

アキヨシホラアナミジンニナ他Moriａ亜属の貝は見つ

かっていない．

そこで今回，著者らはアキヨシホラアナミジンニナの

静岡県産宮崎肺吸虫に対する感受性の有無を確かめるた

めに感染実験を行なった．その結果，実験貝の１００％に

感染が成立し，同肺吸虫の第１中間宿主体内における発

育過程について詳細な観察を行なう機会を得た．

模式産地由来の宮崎肺吸虫によるアキヨシホラアナミ

ジンニナヘの感染実験は，橋口ら（1968）によって行な

われている．また，ＲＪｒａｇｏ"〃“属の幼生の発育過程

については,ケリコット肺吸虫についてＡｍｅｅｌ（1934)，

ＣｈｅｎＥＤ．（1937)，ＡｍｅｅｌｅＺａＺ．（1951）の詳細な研

究があるがなおいくつかの疑問点が残されている．本報

では，スポロシスト，レジア，セルカリアについて，そ

の発育に伴う数と大きさの変化を中心として検討を行な

った．

材料と方法

ＬアキヨシホラアナミジンニナＢＭｈｉ"eZm（Ｍｂ‐

γ/α）〃伽o"/cααえiiyoWelM（KurodaetHabe，

1957）

実験感染に用いたアキヨシホラアナミジンニナは，

1978年４月，福岡県粕屋郡立花山において採集した．実

験開始前に１００個の貝について検索を行なったが肺吸虫

幼生の自然感染は認められず，－種類のXiphidiocer‐

cariaeが３個（３％）の貝から検出されたのみであっ

た．

しかし，貝と共に同地点から採集されたサワガニＣｅ‐

ｏｒ舵ZＰｂ"ｓａａｅｈαα"Z（White，1847）の検索では，５０匹

中６匹（12％）に宮崎肺吸虫のメタセルカリアが検出さ

れ，実験感染に用いた貝についても同吸虫の自然感染の

可能性があり得ることを考慮した上で実験を行なった．

（注・宮崎肺吸虫の流行地における第１中間宿主の感染

率は，初鹿ら（1966）によれば，山口県岩国市六呂師

で2.8％，同美禰市伊佐町上野で1.1％である.）

実験には殼高約1.5ｍｍの成貝を用いた．

２．宮崎肺吸虫Ｐαγαgo"z、"ｓ〃zZlyazaMKamo，

Nishida，HatsushikaetTomimura，１９６１のミラシジ

ウム

静岡県川根町より採集したサワガニ寄生の宮崎肺吸虫

メタセルカリアをイヌに経口投与し，感染1o力月後の糞

便より虫卵を得た．虫卵は水道水中に入れ26Ｃ孵卵器

に保存，４週間後に５Ｃ，１５分放置後，室温にもどして

ミラシジウムを孵化させた．

３．ミラシジウムの貝への感染方法

直径５ｃｍの小型シャーレ10個にそれぞれ50個の貝を

（４１）
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TablelResultofexperimentalinfectionwithP.〃zjbﾉα之α賊ｌａｒｖａｅ

ｔｏＢ・'2秒o"ｉｃａａﾉhiyoWe,肺

Ｎｏ．ｏｆｓｎａｉｌｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄ
Ｄａｙｓａｆｔｅｒ
ｅｘｐｏｓｕｒｅ

Ｎｏ．ofsnails

infected(％） Stageofthefluke

5(100）

5(100）

5(100）

5(100）

5(100）

4(100）

5(100）

5(100）

5(100）

5(100）

5(100）

5(100）

5(100）

2(100）

2(100）

２
０
８
７
７
８
８
６
３
０
０
１
０
１
０

１
１
２
３
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

５
５
５
５
５
４
５
５
５
５
５
５
５
２
２

ｓｐｏｒｏｃｙｓｔ

〃

〃

sporocyst，redia

〃

〃

〃

sporocpst，redia，cercaria

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Total 68(100）6８

Snailswereexposedtoabout20miracidiaeeachandmaintainedinairatedwaterat

roomtemparatureｏｆ２４－２６Ｃ．

入れ,さらに約1,000のミラシジウムをそれぞれのシャー

レに入れた．すなわち,500個の貝を１個あたり約20の

ミラシジウムに暴露した．個々のシャーレの液量は約１０

ｃｃで，２４～26Ｃの条件下で12時間放置した．また，セ

ルカリアの源出試験用に，別に100個の貝を直径９ｃｍの

シャーレに入れ，約2,000のミラシジウムを加えた(貝１

個あたり約20ミラシジウム)．液量は約70ｃｃで他の条件

は上記に準じた．

４．貝の飼育

貝の飼育には直径20ｃｍの腰高シャーレを用い，深さ

３～４ｃｍに水を満たして，餌として貝棲息地より採取

した枯葉を入れた．実験期間中は連続して水中に空気を

送り，これを２５～27Ｃの貝飼育室に置いた．シャーレ

内の水は３～４ｃｍの深さを保つように常時補った．

５．宮崎肺吸虫幼生の検索と形態の観察

幼生の検索にあたっては，実体顕微鏡下でスライドグ

ラス２枚を用いて貝殻を破砕し，貝体から貝殻を完全に

とり除いた後，貝体をカバーグラスをかけておしつぶ

し，顕微鏡下で幼生の寄生数と各部の計測を行なった．

また，適宜にBouin液で貝を固定し，パラフィン包埋，

連続切片を作成してヘマトキシリン・エオジン染色を施

した後，組織学的な観察を行なった．

６．セルカリアの源出試験

直径３ｃｍの小型シャーレに感染貝を１個ずつ入れ

て，深さ約１ｃｍまで水を注ぎ（液量約７ｍl)，それぞ

れふたをして後述のごとく一定時間おいた後に実体顕微

鏡を用いてセルカリアの瀧出を調べた．試験後は上記５

の検索方法を用いて幼生の感染の有無および貝体内の源

離セルカリアの数を確認した．

成績

Ｌ幼生の感染状況

感染実験の成績はTablelに示すとおりである．幼生

の検索は，ミラシジウム暴露２日後から120日後まで，

15回にわたっておおむね５個を１群として行なった．そ

の結果全ての貝から幼生が検出され，感染率は１００％で

あった．レジアは18日後に形成が認められ，２７日以後に

はスポロシストより遊離したものが出現した．セルカリ

アは56日以後に認められ，すでにレジアから遊離して存

在するものもあった．また，スポロシストは感染後全期

間を通じて検索に用いた全ての貝から検出された．

Ｆｉｇ．１は検索貝群ごとに得られたスポロシスト，し

(４２）
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Fig、１ＮｕｍｂｅｒｏｆＰ.〃z2hyaza賊larvaerecoveredfromB．〃i〃o"i虎ααたZiyoWe,２s/ｓｏｆｇｉｖｅｎｄａｙｓ．

ジア，セルカリアを貝１個あたりの平均数として示した

ものである．

全ての貝から検出されたスポロシストの貝１個あたり

の平均数は11.2であった．これを幼生の発育段階ごとに

見ると，レジア出現前は８．３，レジア出現以後セルカリ

ア出現前では11.9,セルカリア出現以後120日後までは

12.1であり，ミラシジウム暴露120日後に至るまでスポ

ロシストの消滅もしくは減少の傾向は全く認められなか

った．また，娘スポロシストが形成されると思われる像

は全く見られなかった．

レジアは，ミラシジウム暴露27日後の検索により５個

中３個の貝から検出され，３７日以後は検索した全ての貝

に観察された．貝１個あたりの平均検出数は，２７日後に

2.7,37日後に10.6,48日後には１５．０となって増加し，

その後は１２０日に至るまでレジアの検出数にはほとんど

変化が認められなかった．

レジアから遊離しているセルカリアは，ミラシジウム

暴露56日後の検索で５個中１個の貝より検出された．そ

して63日以後の全ての貝でセルカリアを含むレジアが観

察されたが，貝体内でレジアから遊離しているセルカリ

アを認めたものは29個中24個（82.8％）であった．これ

らのセルカリアの貝１個あたりの平均検出数は２．３であ

る．

２．幼生の発育と増殖

ｉ）スポロシスト

ミラシジウム暴露24時間後に貝を固定し，連続切片に

よって観察したものでは，いずれも貝組織による防御的

な反応は認められず，スポロシストの発育は組織学的に

認めうる何らの干渉もうけずに進行した（Photos、１，

３)．生鮮圧平下でのスポロシストの計測値は，２日後

では体長の平均64Jα，体幅は26/αであった．その後は生

殖細胞の増加と共に徐々に大きくなり，１８日後には体長

153～230’（平均195’)，体幅51～141β（平均95'）に

達した．そして18日以後スポロシストの体内にレジアの

形成を認め，２７日後には貝体内に遊離したレジアも観察

された．この段階以後スポロシストの大きさには全体と

して顕著な変化はみられなかった．

Ｆｉｇ．２は，３８日後から１２０日後まで，それぞれの検

索群ごとに観察されたスポロシストの大きさによる分布

パターンを比較したものである．横軸にスポロシストの

長径を示し，縦軸に各検索群ごとでの構成比率をあらわ

した．これらの分布パターンの共通点として，体長150β

以下のスポロシストが各検索群ともに約90％を占め，

100～149Jαのものと100浜以下のものとの比率が45％を軸

として一方が増加すれば他方が減少するという傾向を示

している．そして発育時期が進むとともに１００’以下の

スポロシストの比率が増加している．これらのスポロシ

ストのうち，内部にＧｅｒｍｂａｌｌを含むものおよび咽頭

（４３）
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Ｆｉｇ、３Ｄistributionpatternsofthesizeof

Ｐ.，,ziyaza肺ｒｅｄｉａｅｉｎｔｈｅｈｏｓｔｏｆｇｉｖｅｎ

ｄａｙｓ・

のものは前者では，体長52叩，体幅160β，咽頭54×49β

であり，後者のそれは体長531",体幅155β，咽頭72×７２

〃であった．これら観察されたレジアの体長は体幅の

1.4～3.7倍の範囲にあり，体長の増加と共に体長／体幅

比は大きい数値を示した．また咽頭については〔縦径＞

横径〕あるいは〔縦径く横径〕といった一定の傾向を認

めず個体によって異なっていた。

Ｆｉｇ．４は，レジアの体長を縦軸に，咽頭縦径を横軸

にとって，検出された644個のレジアの全個体について

プロットしたものである．これらレジアの大部分はその

内部に，レジアまたはセルカリアの特徴を未だ示してい

ないＧｅｒｍｂａｌｌを１～10個含むものであった．体長と

咽頭縦径にはおおむね正の相関が認められている．セル

カリアを内部に含む第２代レジアは体長で200〃前後の

ものから６０叩以上のものまで幅広い範囲にある．レジ

アを内部に確認した第１代レジアは少数であったが，検

出されたものは体長380β前後であった（Photo､４１

iii）セルカリア

１つの第２代レジアに含まれていたセルカリアの数は

１～３個であり，同一レジア内で０～６個のＧｅｒｍｂａｌｌ

と共に観察された（Photo、５）．レジアから脱出したセ

－９９１００－１４９１５０－１９９
２００－（仏）

ＬＥＮＧＴＨ

Ｆｉｇ，２Distributionpatternsofthesize

oｆＰ、ｍｚｈｙａｚａ肋sporocystsinthehostof

givendays．

を識別できるレジアを含むものは相対的に大型であり，

外皮に深い雛を数多く認め，内部にＧｅｒｍｂａｌｌまたは

レジアを含まないものは小型の傾向を示した．また，ス

ポロシストがその内部に含むレジアの数は全て１個のみ

であった（Photo､２）．

ｉｉ）レジァ

Ｆｉｇ．３は38日後から120日後までに観察されたレジア

を各検索群ごとに数と大きさの分布パターンとして示

したものである．各検索群ともに，体長100'前後の

小型のものから500’前後の大型のものまで検出されて

いる．そして，４８日後と56日後との間を境として200β

以下のものが多数を占める分布傾向から200～400'のも

のが多数を占める分布傾向へと変化している．セルカリ

アを内部に含む第２代レジアが出現したのは56日後であ

るが，１２０日後に至ってもなおレジアを内部に含む第１

代レジアが共に観察された．３８日後に観察されたレジア

のうち最Ｍ､型のものの計測値は，体長90｣似，体幅56’，

咽頭31×31｣ｕであり，感染120日後の最小のものでは体

長l03JzZ，体幅77'，咽頭36×36/Uであった．また，最大

（４４）
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ﾉレカリア（Photo､６）の生鮮標本18個の計測値は，体長

133~346(平均238,(2),体幅57~139(112ル,口吸盤縦

径36~79(55池,同横径36～72(55)似,腹吸盤縦径21~

54（33池,同横径26~54(36)似,尾長13~23（18〃,

穿刺疎長26~34(29池であった.著者らの静岡県産宮

崎肺吸虫セノレカリアの計測値と，川島ら（1964)，初鹿

ら（1966)，加茂ら（1967)，橋口ら（1968）によるいず

れも模式産地由来の宮崎肺吸虫のセルカリアの計測値

をＴａｂｌｅ２に示した．

３．セルカリアの瀧出

ミラシジウム暴露後，別の容器で飼育した100個の貝

のうち82日後まで生残した42個の貝についてセルカリア

の瀧出試験を行なった．その成績をTable3に示す．

27C，人工照明下で１６時間,貝を個別にシャーレに入れ

て放置した結果セルカリアの勝出を認めたものは42個中

11個（26.2％）であった．また，瀧出試験後の貝を破砕

して観察したものでは，１００％の貝に幼生の感染が認め

られたが，セルカリアが勝出せず貝体内にセルカリアの

残存もなかったものが18個あり，結局セルカリアを貝体

内に含むもののうち満出が認められたのは１１/２４で45.8

％であった．セルカリアの包蔵数は最も多いもので４匹

にすぎないが，セルカリアを１匹瀞出させた貝は６個，

２匹瀧出させたものは３個，３匹淋出させたものは２個

であった．
▲
△

考察

橋口ら（1968）は，今回著者らが実験に用いたものと

同一地域由来のアキヨシホラアナミジンニナによって，

模式産地由来の宮崎肺吸虫の感染実験を行なった．実験

条件は感染貝の飼育温度をのぞいて今回の実験とほぼ同

様である．その結果，感染率は66.0％で，３５日目に第１

代レジアを見出し，７０日目に第２代レジアおよびセルカ

ＯＮＬＹ

マＥＤＩ△ＥＨＡＶＩＮＵＲヒロ胆

３０４０５０６０７０８０ （Ｐ）
ＬＥＮＧＴＨＯＦＰＨＡＲＹＮＸ

Fig.４MeasurmentsofP.，ｍｉｙａｚａ航rediae

fromsnailinexpeirmentalinfection．

Table2Measurementsofcercariaeofルァαgo"i"２２`ｓ〃zzJﾉαzα肋reportedbyvariousauthors（inmicrons）
●

Oralsucker Acetabulum Stylet

length

ＴａｉｌＢｏｄｙ
Author

lengthwidthlengthwidthlengthwidth length

l6-20

（18）

14-18

（16）

13-18

（17）

18-25

（22）

13-23

（18）

ＫａｗａｓｈｉｍａｅＺａＺ．

（1964）

HatsuShikaeraZ．

（1966）

ＫａｍｏｃｔａＺ．

（1967）

HashiguchietaZ．
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Table3Theobservationofcercariaｌｓｈｅｄｄｉｎｇｆｒｏｍｔｈｅｓｎａｉｌｓｏｎ８２ｄａｙｏfinfection

Cercariaeremainedinsnails

No・ofcercariae Nqofsnails

Cercaiaeshed(duringl6hrs.）

NQofcercariaeNo・ofsnails(96）
＊（
ひ
く
ｏ
〈
Ｏ
１
Ｌ
－
ｏ
〕
１
（
ｏ
】
１
Ｌ
－
ｎ
Ｕ
⑪
ｏ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
－
〈
Ｕ
Ｏ
Ｓ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

１
Ｌ

０
１
２
３
－
０
１
２
３
－
０
１
２
３
’
０
１
２
３

31(73.8）０

6(14.3）１

3（7.1）２

2（4.8）３

42(100.0）Total 4２

＊AllthesnailswereprovedinfectedｗｉｔｈＰ.〃Jiyaza賊Iarvae，butnocercariae、

リアを確認したとしている．そして，感染後40日までの１土，感受性の差の表現というよりも今回の実験の飼育温

スポロシストの検出数は，陽性の貝１個について１～５度が平均して約２Ｃ高いことによるものと考えられよ

(平均1.4）個であった．う．

今回の実験では，感染率100％，スポロシストの平均スポロシストが感染後120日に至るまで全く減少の傾

検出数11.2個であり，貝の感染率においても，ミラシジ向を見せず，１２０日後のものでもなお機能して存在して

ウムの侵入率においても，はるかに高い値が得られた．いたことは注目すべき事実であった．橋口ら(1968)も感

また，Ｔａｂｌｅ２に示したように今回得られた静岡県由来染80日後に至るまでスポロシストが観察されたとし，ケ

宮崎肺吸虫のセルカリアは，模式産地由来のいずれのセリコット肺吸虫では105日後(AmeeL1934）または３カ

ルカリアと比較してもその体部，特に体幅の計測値が大月後（ＡｍｅｅｌｅＺａＬ，1951)，小型大平肺吸虫では61日後

きい傾向がみられた．静岡県地方では，アキヨシホラア （Chiu,1965)に至るまでその生存が確認されている．し

ナミジンニナの分布は認められておらず，この地方でのかしながら，これらのスポロシストの生存数とその形態

宮崎肺吸虫の第１中間宿主貝は別種である可能性が強変化について，特にレジア出現期以後に関しては系統的

い，従って本吸虫が生物学的性状を異にするｓtrainでな記載はない．また，肺吸虫スポロシストがその体内で

あり得るとも思われるが，静岡県産宮崎肺吸虫がアキヨ 増殖させたレジアをどのようにして産出するかというこ

シホラアナミジンニナに対して模式産地由来のものに比とに関しても必ずしも明らかにされていない．Ｃｈｉｕ

して劣らぬ，あるいはむしろ高い感染性を示すことは極（1965）は，小型大平肺吸虫のスポロシストに「mouth」

めて興味ある事実と思われる．なお，検索に用いた68個と，その付近に「birthpore」を認めたとしているが他

の貝については，他種吸虫類あるいは宮崎肺吸虫の自然の研究者による記載はない今回の観察でも形態上その

感染を疑い得るものは皆無であった．また，今回の実験存在を確認することはできなかった．しかしスポロシス

ではレジアを27日後，セルカリアを56日後に見出してお卜内にスポロシストの形成される像を認めなかったこと

り，橋口ら（1968）の成績より発育が速い．しかしこれから，長期にわたるスポロシストの存在は新生スポロシ

（４６）
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ストによるものとは考えられず，また，レジア出現期以

降現われた，レジア産出後と思われる深い雛を外皮に数

多く認める小型のスポロシストの存在は，レジアの脱出

がスポロシストの破壊によらないで，レジアを産生して

なおスポロシストが長期間生存することの可能性を示唆

している．

レジアまたはセルカリアを包蔵していないレジアを，

スポロシスト由来の第１代レジア，またはレジア由来の

第２代レジアに確実に区別する特徴は見出すことができ

なかった．橋口ら（1968）は，宮崎肺吸虫の第１代レジ

アと第２代レジアの区別点として，前者の体長に対する

咽頭の割合は後者のそれに比較して大きいこと，第１代

レジアの幼若なものでは，その体後端部にくぼみを生ず

るという点をあげている．しかしながら，検出レジアを

全個体計測した今回の成績（Fig.４）では，咽頭長径

は体長の増加と共に連続的に増加しており，両者の割合

によってレジアを２群に分離できる明確な傾向は認めら

れず，これをもって個々のレジアを第１代または第２代

に区別することは困難であると思われる．セルカリアが

検出された感染56日以降の貝からは，セルカリアを含む

第２代レジアと共に，レジアを含む第１代レジアが検出

されており，この段階以後検出された幼若レジアについ

ては，スポロシスト由来のものとレジア由来のものとが

混在していると考えられ，これらが同一貝体内で同時に

観察された．

これらのことから，アキヨシホラアナミジンニナにお

ける宮崎肺吸虫幼生の発育は，少なくとも，同時に多数

のミラシジウムが侵入した場合には，一定期間を経過し

た後，スポロシストによるレジア産生，レジアによるレ

ジア産生，レジアによるセルカリア産生という諸過程が

相当長期にわたって同時に進行するものと考えられる．

宮崎肺吸虫のセルカリアがアキヨシホラアナミジンニ

ナから自ら源出するかどうかについては，セルカリアの

カニへの侵入経路を考える上で重要である．Ａｍｅｅｌ

（1934）はケリコット肺吸虫で，Chen，Ｈ、Ｔ・（1940）

は小型大平肺吸虫で，また吉田（1961）は大平肺吸虫

で，それぞれセルカリアが宿主貝から自然に源出するこ

とを確認している．しかし，横川（1951）は，ウェステ

ルマン肺吸虫セルカリアはその第１中間宿主であるカワ

ニナからほとんど源出することはないとしている．宮崎

肺吸虫については現在まで検討されておらず，今回のセ

ルカリア源出試験の結果，成熟セルカリアを体内に含む

もののうち45.8％の貝に瀧出が認められた．アキヨシホ

ラアナミジンニナは自然条件の下で，流水中またはぬれ

た泥士上の石，枯葉，苔類などの下に付着して棲息して

いる．今回の感染貝の飼育は専ら水中で行なったが，少

なくともこの条件の下では，成熟セルカリアが貝体内に

大量に蓄積されることはなく，少量ずつ継続的に貝体外

へ源出するものと考えられた．

要約

１）静岡県由来の宮崎肺吸虫のミラシジウムをアキヨ

シホラアナミジンニナに実験的に感染せしめたところ，
100％の貝で感染が成立した＿

２）２４～26Ｃの感染貝飼育条件で，２７日後に第１代

レジアを見出し，５６日後に第２代レジアとセルカリアを
見出した．

３）スポロシストは感染後120日に至っても減少する

ことなく貝体内に存在し，スポロシストによるレジア産

生が１２０日後においても観察された．また，スポロシス

トからのレジアの脱出は，スポロシストの破壊によらず

産生による可能性が示唆された．

４）アキヨシホラアナミジンニナにおける宮崎肺吸虫

幼生の発育は，少なくとも，多数のミラシジウムが同時

に侵入した場合には，一定期間を経過した後，スポロシ

ストによるレジア産生，レジアによるレジア産生，レジ

アによるセルカリア産生，という諸過程が相当長期にわ

たって同時に進行すると考えられた．

５）感染82日後の貝について16時間のセルカリア源出

試験を行なった結果，成熟セルカリアを貝体内に含むも

ののうち，45.8％の貝に瀞出が観察された．その際，貝

１個についてのセルカリア包蔵数は４匹以内で，漉出数

は１匹のものが最も多く，３匹までにとどまった．
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j Abstract j

DEVELOPMENT OF LARVAL LUNG-FLUKE, PARAGONIMUS MIYAZAKII

KAMO, NISHIDA, HATSUSHIKA ET TOMIMURA, 1961, IN A SNAIL,

BYTHINELLA (MORIA) NIPPONICA AKIYOSHIENSIS

(KURODA ET HABE, 1957)

Masanori KAWANAKA, Reiko SAITOH and Shigeo HAYASHI

(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo)

The fresh water snail, Bythi?iella (Morid) nipponica akiyoshiensis, is the natural first

intermediate host of Paragonimus miyazakii in its type locality and other foci in the western

parts of Japan. In the focus of this parasite in Shizuoka Prefecture in the eastern part of

Japan the potamon crabs, the second intermediate host, have been found highly infected with

the metacercariae, however, the snails belonging to the subgenus Moria have never been

detected yet. It would be possible that the snails of different subgenus are playing the role

of first intermediate host and the strain of parasite has different characteristics from that in

the type locality. However, the present experiment showed that P. ?niyazakii, of Shizuoka

strain can grow and develop to produce cercariae in B. nipponica akiyoshiensis collected in

Kyushu, western part of Japan, even better than the original strain of parasite. The details

of the observations on the growth and development of the larval stages of the Shizuoka strain,

P. miyazakii in the Bythinella snails are presented.

Six hundred snails were exposed to about twenty miracidia each for 12 hrs. and reared

in an air-conditioned room at 24-26C. The snails were sacrificed and examined for the develo

ping stages of the parasite at an interval of time from 2 day to 120 day of infection.

All snails examined were positive for Paragonimus larvae, namely the infection rate of

the snails was 100%. Till 18 days after exposure only sprocysts were recognized in the snail.

The rediae which had come outside of sporocyst were first obtained 27 days after exposure,

and the second generation rediae and cercariae observed on the day of 56 and onward.

The sporocysts were recovered through the whole period of observation and no tendency

of decrease in the number was revealed until the time as late as 120 days after infection. The

average number of the sporocysts per snail was 11.2. Two generations of rediae were difficult

to be distinguished each other except for those containing rediae or cercariae. The criterion

proposed by Hashiguchi et al. (1968), that is, the proportion of the length of the pharynx to the

length of the body was not valid in distinguishing them. After the time when the second

generation rediae appeared on 56 day of infection three developmental stages of larvae ; first and

second genaration of rediae ; were almost always observed developing concurrently in the

snails. The presence of long lasting sporocysts and no decrease in the number of sporocyst

wuold suggest the possibility that the sporocysts were not going to undergo any serious ruptu

res at the release of redia but gave birth of the next developing stage. The snails of 82 days

of infection were tested for the shedding of cercariae. Eleven (45.8%) of 24 snails which

were proved to have mature cercariae shed 1 to 3 cercariae per snail during 16 hrs. of test.

( 49 )
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ExplanationofPhotographs

Allphotographsmagnifiedthesamescale、ＡｌｉｎｅｉｎＰｈｏｔｏ､２indiatesO､1ｍｍ・
Photo，１YoungsporocystofP､mjiyaza肱ｉｎＢ.〃”。"icaahiyosAie”s’２daysafterｒｎＯｔＯ・上エＯＵｎｇＳＰＯｒＯＣｙＳ［ＯＩｒ．”zhyaza尺ｚｚ１ｎＤ．〃z卍ＰＣ〃ｚｃａａ尺２９/Cs〃ze"szs，△ＯａｙＳａＩ[ｅｒｅｘｐＯＳＵｒｅ・

Anyhostreactionisnotevident．（Haematoxylinandeosinstain）

Photo、２Threetypesofsporocystandaredia,Removedfromasnail63daysafterexposure．

Ａ：Maturesporocystcontainingwelldevelopedfirstgenerationredia．

Ｂ：Sporocystcontainingthegermball．

Ｃ：Wrinkledsporocyst．

Ｒ：RediacontainingthegerInball・

Photo、３SporocystsandrediaeinB．〃妙。"iazaAiiyoWe"sis，１２０daysafterexposure・

Anyhostreactionisnotevident．

Ｓ：sporocyst，Ｒ：redia

（Haematoxylinandeosinstain）

Photo、４Maturefirstgenerationrediacontainingsecondgenerationredia・Ｒｅｍｏｖｅｄ

ｆｒｏｍａｓｎａｉｌ５６ｄａｙｓａｆｔｅｒｅｘposure・

Photo、５Maturesecondgenerationrediacontainingcercariae･Removedfromasnail

７０daysafterexposure，Anarrowindicatesthebirthpore･

Photo、６Cercariaeinthemid-gutglandofacrushedsnail，ｒｅｍｏｖｅｄｆｒｏｍ６３ｄａｙｓａｆｔｅｒ

ｅｘｐｏｓｕｒｅ。

（５１）




